
計

平
成
二
十
一
年
九

月
三
十
日
ま
で
の

間

二
、
〇
三
三
人

う
ち
、
一
、一
三
三
人
は
、

警
察
官
と
す
る
。

附

属

機

関

皇
宮
警
察
本
部

平
成
二
十
一
年
九

月
三
十
日
ま
で
の

間

九
四
七
人

う
ち
、
九
〇
五
人
は
、
皇

宮
護
衛
官
と
す
る
。

計

平
成
二
十
一
年
九

月
三
十
日
ま
で
の

間

一
、
二
三
九
人

う
ち
、
七
〇
人
は
、
警
察

官
と
し
、
九
〇
五
人
は
、

皇
宮
護
衛
官
と
す
る
。
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附

則

こ
の
規
則
は
、
消
費
者
庁
及
び
消
費
者
委
員
会
設
置
法
（
平
成
二
十
一
年
法
律
第
四
十
八
号
）
の
施
行
の
日
（
平
成

二
十
一
年
九
月
一
日
）
か
ら
施
行
す
る
。

第
四
章

経
済
関
係
の
緊
密
化

第
二
十
二
条

連
絡
部
局

第
五
章

最
終
規
定

第
二
十
三
条

実
施

第
二
十
四
条

改
正

第
二
十
五
条

効
力
発
生

前
文

日
本
国
政
府
及
び
ス
イ
ス
連
邦
政
府
は
、

日
本
国
と
ス
イ
ス
連
邦
と
の
間
の
自
由
な
貿
易
及
び
経
済
上
の
連
携
に
関
す
る
協
定
（
以
下「
基
本
協
定
」と
い
う
。）

第
十
条
の
規
定
に
従
っ
て
、

次
の
と
お
り
協
定
し
た
。

第
一
章

総
則

第
一
条

適
用
範
囲
及
び
基
本
協
定
と
の
関
係

１

こ
の
取
極
は
、
基
本
協
定
の
特
定
の
規
定
を
実
施
す
る
た
め
の
詳
細
及
び
手
続
を
定
め
る
。

２

こ
の
取
極
に
別
段
の
定
め
が
あ
る
場
合
を
除
く
ほ
か
、
基
本
協
定
の
第
一
章
、
第
十
五
章
及
び
第
十
六
章
の
規
定

は
、
こ
の
取
極
に
つ
い
て
準
用
す
る
。

３

基
本
協
定
第
十
四
章
の
規
定
は
、
こ
の
章
及
び
次
章
の
規
定
の
解
釈
又
は
適
用
に
関
す
る
両
締
約
国
政
府
間
の
紛

争
の
解
決
に
つ
い
て
準
用
す
る
。

第
二
条

定
義

こ
の
取
極
の
適
用
上
、

æ

「
両
締
約
国
」
と
は
、
日
本
国
及
び
ス
イ
ス
連
邦
（
以
下
「
ス
イ
ス
」
と
い
う
。）を
い
い
、「
締
約
国
」
と
は
、

日
本
国
又
は
ス
イ
ス
を
い
う
。

ç

「
両
締
約
国
政
府
」
と
は
、
日
本
国
政
府
及
び
ス
イ
ス
政
府
を
い
い
、「
締
約
国
政
府
」
と
は
、
日
本
国
政
府
又

は
ス
イ
ス
政
府
を
い
う
。

第
二
章

税
関
手
続
及
び
貿
易
円
滑
化

第
三
条

相
互
支
援

１

両
締
約
国
政
府
は
、
関
税
法
令
の
適
正
な
適
用
を
確
保
す
る
た
め
、
並
び
に
関
税
法
令
の
違
反
及
び
そ
の
未
遂
を

防
止
し
、
調
査
し
、
及
び
抑
止
す
る
た
め
、
そ
れ
ぞ
れ
の
税
関
当
局
を
通
じ
て
相
互
に
支
援
す
る
。

２

両
締
約
国
政
府
は
、
必
要
か
つ
適
当
な
場
合
に
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
税
関
当
局
を
通
じ
て
、
新
た
な
税
関
手
続
の
研

究
、
開
発
及
び
試
験
、
取
締
り
の
た
め
の
新
た
な
装
置
及
び
技
術
の
研
究
、
開
発
及
び
試
験
、
税
関
職
員
の
訓
練
活

動
並
び
に
税
関
当
局
間
の
人
的
交
流
の
分
野
に
お
い
て
協
力
す
る
。

第
四
条

情
報
通
信
技
術

１

両
締
約
国
政
府
の
税
関
当
局
（
以
下
「
両
税
関
当
局
」
と
い
う
。）は
、
そ
の
税
関
手
続
に
お
け
る
情
報
通
信
技
術

の
利
用
を
促
進
す
る
た
め
に
協
同
の
努
力
を
払
う
。

２

両
税
関
当
局
は
、
税
関
手
続
を
改
善
す
る
た
め
、情
報
通
信
技
術
の
利
用
に
関
す
る
情
報（
最
良
の
慣
行
を
含
む
。）

を
交
換
す
る
。

〇
外
務
省
告
示
第
四
百
三
十
六
号

平
成
二
十
一
年
二
月
十
九
日
に
東
京
で
日
本
国
と
ス
イ
ス
連
邦
と
の
間
の
自
由
な
貿
易
及
び
経
済
上
の
連
携
に
関
す

る
協
定
が
署
名
さ
れ
た
際
、
同
協
定
第
十
条
に
基
づ
く
日
本
国
政
府
と
ス
イ
ス
連
邦
政
府
と
の
間
の
実
施
取
極
の
署
名

が
ス
イ
ス
連
邦
政
府
と
の
間
に
行
わ
れ
た
。

平
成
二
十
一
年
八
月
十
四
日

外
務
大
臣

中
曽
根
弘
文

（
訳
文
）日

本
国
と
ス
イ
ス
連
邦
と
の
間
の
自
由
な
貿
易
及
び
経
済
上
の
連
携
に
関
す
る
協
定
第
十
条
に
基
づ
く
日
本
国

政
府
と
ス
イ
ス
連
邦
政
府
と
の
間
の
実
施
取
極

目
次

前
文

第
一
章

総
則

第
一
条

適
用
範
囲
及
び
基
本
協
定
と
の
関
係

第
二
条

定
義

第
二
章

税
関
手
続
及
び
貿
易
円
滑
化

第
三
条

相
互
支
援

第
四
条

情
報
通
信
技
術

第
五
条

危
険
度
に
応
じ
た
管
理
手
法

第
六
条

不
正
取
引
の
取
締
り

第
七
条

知
的
財
産
権

第
八
条

情
報
の
交
換

第
三
章

競
争

第
九
条

目
的
及
び
定
義

第
十
条

通
報

第
十
一
条

執
行
活
動
に
お
け
る
協
力

第
十
二
条

情
報
の
交
換

第
十
三
条

執
行
活
動
の
調
整

第
十
四
条

一
方
の
締
約
国
に
お
け
る
反
競
争
的
行
為
で
あ
っ
て
、
他
方
の
締
約
国
の
利
益
に
悪
影
響
を
及
ぼ
す

も
の
に
関
す
る
協
力

第
十
五
条

執
行
活
動
に
関
す
る
紛
争
の
回
避

第
十
六
条

透
明
性

第
十
七
条

協
議

第
十
八
条

情
報
の
秘
密
性

第
十
九
条

刑
事
手
続
の
た
め
の
情
報
の
使
用

第
二
十
条

両
競
争
当
局
間
の
連
絡

第
二
十
一
条

雑
則

〇
外
務
省
告
示
第
四
百
三
十
五
号

平
成
二
十
一
年
二
月
十
九
日
に
東
京
で
署
名
さ
れ
た
日
本
国
と
ス
イ
ス
連
邦
と
の
間
の
自
由
な
貿
易
及
び
経
済
上
の

連
携
に
関
す
る
協
定
に
つ
い
て
、
同
協
定
の
効
力
発
生
に
必
要
な
そ
れ
ぞ
れ
の
国
内
法
上
の
手
続
が
完
了
し
た
旨
を
通

告
す
る
外
交
上
の
公
文
の
交
換
は
、
平
成
二
十
一
年
七
月
二
十
九
日
に
ベ
ル
ン
で
行
わ
れ
た
。
よ
っ
て
、
同
協
定
は
、

そ
の
第
百
五
十
三
条
の
規
定
に
従
い
、
平
成
二
十
一
年
九
月
一
日
に
効
力
を
生
ず
る
。

平
成
二
十
一
年
八
月
十
四
日

外
務
大
臣

中
曽
根
弘
文
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